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平成２３年７月２８日 

日清製粉グループ 第１四半期連結決算、通期連結業績予想 

第１四半期は売上高１，０８５億７０百万円、経常利益７８億２４百万円。 

［平成２４年３月期第１四半期連結決算］ 

 ㈱日清製粉グループ本社（社長 大枝 宏之）の平成２４年３月期第１四半期につきまして

は、３月１１日に発生した東日本大震災の影響により製造業全般で生産活動が低下し、また、自

粛ムードの広がりから個人消費が低迷するなど厳しい環境でしたが、主要食糧である小麦粉及び

各種製品の安定供給に最大限の努力を払うと共に、製粉事業においてお客様との更なる関係強化

を図るなど販売促進に努めました。一方、食品事業などにおいて、引き続き生産、物流各方面に

おいてコストダウンに取り組みました。 

 そのような中、本年４月に輸入小麦の政府売渡価格が５銘柄平均１８％引き上げられたことを

受け、業務用小麦粉の価格改定を実施いたしました。また、加工食品に関しましても、７月１日

から価格改定を実施することを発表いたしました。 

 この結果、第１四半期の業績は、製粉事業及び食品事業において出荷が好調に推移し、売上高

は１，０８５億７０百万円（前年同期比１０２．６％）となりました。利益面では、製粉事業に

おけるふすま価格の低迷や拡販施策費用の投入等により、営業利益は６７億９１百万円（前年同

期比９３．８％）、経常利益は７８億２４百万円（前年同期比９５．６％）、また、昨年オリエ

ンタル酵母工業㈱及び㈱ＮＢＣメッシュテックを１００％子会社とした影響により四半期純利益

は４５億５２百万円（前年同期比１０３．８％）となりました。 

 

［平成２４年３月期通期連結業績予想］ 

 わが国の経済は、全国的な電力不足や原燃料価格の高騰など、多くの課題に直面しておりま

す。また、引き続き雇用情勢は厳しい見込みで、景気の先行きも不透明であることから、消費者

の低価格・節約志向が継続し、個人消費の低迷が予想されるなど、当社グループを取巻く環境も

不透明な状況が継続するものと思われます。このような環境におきましても、当社は国民の主要

食糧である小麦粉等の安定供給を確保し、各事業において安全な製品を供給するという使命を果

たすと共に、グループの更なる成長を実現するため、国内においてシェアアップに注力し、コス

ト競争力を高める施策を推進します。また、併せて海外事業展開のスピードアップを図ってまい

ります。 

 以上の結果、当年度の業績見通しにつきましては、当初の予想を据え置き、売上高４，４７４

億円（前年同期比１０５．５％）、営業利益は２４６億円（前年同期比９７．１％）、経常利益

は２７０億円（前年同期比９７．０％）、当期純利益は１５１億円（前年同期比１０６．４％）

としております。 
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